
◎履修モデル（資格取得に必要な科目が多いため、３年計画の履修モデルとなっています。） 注)「M単位」と「S単位」を合計したものが、最終的に「(内S単位)」となります。
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計　　単位（内Ｓ単位　単位）

合計　２３単位（内Ｓ単位３単位）

３年間の学費等総額　 ９６６，０００円
*学費等総額には入学検定料、入学金、メディア履修料、スクーリング履修料等、上記科目を履修した場合のすべての費用が含まれています。

計　８単位 計　１０単位 計　５単位（内Ｓ単位３単位）

* 既修得単位を含む合計　１６０単位（内Ｓ単位３０単位）　[既修得認定単位６２単位（内Ｓ単位１５単位）]

教職に関する科目

計　　　単位（内Ｓ単位　　単位）

スクーリング参加日数　　　日

日本国憲法 情報処理入門

３ 年 次 ４ 年 次 ５ 年 次

科　　目

*教職に関する科目は卒業単位に含まれません。

就労支援サービス論

教職実践演習

*１年間の履修単位数上限を原則50単位程度としています。（教職に関する科目は除く。）

生活保護制度

社会福祉援助技術演習Ⅰ 社会福祉援助技術演習Ⅲ

社会福祉援助技術現場実習

児童・家庭福祉論

教育原論 特別活動の研究 高等学校教育実習

社会教育学 教育方法論

計　３８単位（内Ｓ単位６単位） 計　２０単位（内Ｓ単位４単位）

教師論 福祉科教育法 教育実習の研究

合計　９８単位（内Ｓ単位１５単位）

スクーリング参加日数　５日 スクーリング参加日数　７日 スクーリング参加日数　８日（教職課程スクーリングも含む）

教育課程論 生徒指導の研究

社会福祉援助技術演習Ⅱ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ

計　４０単位（内Ｓ単位５単位）

地域福祉の理論と方法 社会保障論

高齢者に対する支援と介護保険制度 障害児・者福祉論

社会福祉援助技術論Ⅰ 社会福祉援助技術論Ⅳ 福祉行財政と福祉計画

社会福祉援助技術論Ⅱ 社会福祉経営論 保健医療サービス論

社会福祉概論Ⅱ 社会調査法 カウンセリング各論

社会福祉援助技術総論 社会福祉援助技術論Ⅲ 教育相談

社会福祉概論Ⅰ 教育心理学 障害児心理学

科　　目 科　　目 科　　目

心理学 介護概論 英語

生涯スポーツ論

10　正科生　３年次編入学【社会福祉国家試験受験資格＋高一免（福祉）をめざす場合】


